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鉄筋コンクリート造構造部材の強度，剛性及び変形能は，構造計算で用いる構造部材の

モデル化を決定する上で重要な評価項目であり，それらの評価に用いる式の特徴を理解す

ることは構造計算を適切に行う上で必要です。特に，近年用いられるようになった材料の

高強度化を考慮した評価式については，適用範囲やその適用にあたって留意事項を明確に

することが必要とされていますが，そのためには，式の提案の根拠となっている構造実験

がどのような条件で行われたかを把握する必要があります。 

このような状況を踏まえて，国立研究開発法人建築研究所では，高強度材料等を用いた

鉄筋コンクリート造の構造部材を対象として，1975 年以降に様々な主体により行われた構

造実験の結果から，適切なデータを選定・収集した実験データベースを構築する活動を，

2012 年度から開始しました。また、それらを用いて，規基準に示されている強度，剛性及

び変形能の構造特性に関する評価精度を明確にするための検討を行いました。 

本資料は，その検討結果を部材毎に纏めたものであり，現行の規基準に示されている評

価式の精度に加え，材料強度や配筋などの組み合わせに応じて変化する当該式の評価精度

についてもその検証結果を示しています。この結果の一部は，既に，2015 年版として刊行

された「建築物の構造関係技術基準解説書」に反映されています。 

構造計算における鉄筋コンクリート造構造部材の適切なモデル化や高強度材料を用いた

鉄筋コンクリート造部材の評価に際して，本資料が適切な判断の一助となれば幸いです。 
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